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■
基
本
計
画

　

前
期
基
本
計
画
で
は
、
次
の
よ

う
な
施
策
体
系
の
基
事
業
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

①
地
域
協
働
の
仕
組
み
を
つ
く
り
、

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

　

分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
地
域

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
多
様
な
媒
体
や
手
法

を
用
い
た
広
報
・
広
聴
活
動
と
適

切
な
情
報
公
開
を
進
め
、
住
民
と

行
政
の
情
報
を
共
有
化
し
、
相
互

の
理
解
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
自
治
の
確
立
に
向

け
た
指
針
と
地
域
自
治
組
織
な
ど

地
域
協
働
の
体
制
を
つ
く
り
、
そ

れ
を
支
え
る
多
様
な
主
体
を
育
成

し
な
が
ら
地
域
分
権
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
住
民
の

参
画
を
拡
大
し
、
住
民
と
行
政
が

一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

②
住
民
意
識
を
高
め
、
地
域
活
動

の
輪
を
広
げ
る

　

本
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
取

り
組
む
ほ
か
、
地
域
の
資
源
や
特

性
を
活
か
し
た
個
性
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
、
新
町
の
一
体
感
と

住
民
相
互
の
融
和
・
ふ
れ
あ
い
交

流
の
場
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、男
女
共
同
参
画
へ
の
理
解
と

意
識
を
深
め
る
啓
発
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、住
民
自
治
と
地
域
協
働

の
母
体
と
な
る
自
治
会
な
ど
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
強
化
と
組
織

活
動
の
活
発
化
を
支
援
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
町
の
特
性
と
人
材

を
活
か
し
て
、
各
地
と
の
多
様
な

交
流
活
動
を
推
進
し
、
交
流
の
成

果
が
ま
ち
づ
く
り
の
各
分
野
に
反

映
さ
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

①
多
様
な
交
流
を
促
す
交
通
・
情

報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る

　

町
内
外
の
交
流
を
活
発
化
す
る

広
域
幹
線
道
路
網
の
整
備
を
促
進

す
る
ほ
か
、
町
内
各
地
区
の
道
路

交
通
の
円
滑
化
と
安
全
・
快
適
な

道
路
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、既
存
公
共
交
通
機
関
の
利

用
増
進
と
利
便
性
向
上
を
図
る
一

方
、全
町
的
な
視
点
か
ら
多
様
な
交

通
手
段
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を

活
か
し
た
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

拡
充
と
有
効
利
用
に
努
め
、
情
報

の
円
滑
化
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
進
め
ま
す
。

②
自
然
と
調
和
し
た
生
活
環
境
を

つ
く
る

　

多
自
然
居
住
空
間
の
環
境
を
活

か
し
、
定
住
を
促
進
す
る
住
宅
の

整
備
を
進
め
、
宅
地
の
販
売
を
促

進
し
ま
す
。
安
全
で
良
質
な
飲
料

水
を
安
定
的
・
効
率
的
に
供
給
で

き
る
よ
う
、
水
道
施
設
の
整
備
を

進
め
る
ほ
か
、
公
共
水
域
の
環
境

を
保
全
す
る
下
水
道
施
設
の
事
業

運
営
、
浄
化
槽
普
及
へ
の
支
援
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
・
事
業
者
・
行
政

の
役
割
分
担
に
よ
り
、
省
資
源
・

循
環
型
社
会
づ
く
り
に
取
り
組

み
、
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
に
努
め
な
が
ら
、
や
す
ら

ぎ
を
も
た
ら
す
公
園
の
整
備
、
景

観
整
備
や
環
境
美
化
活
動
な
ど
、

豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
生
活
環

境
の
創
出
を
進
め
ま
す
。

①
土
地
を
有
効
に
活
用
し
、
環
境

と
共
生
す
る

　

自
然
の
保
全
と
防
災
に
留
意
し

な
が
ら
、
秩
序
あ
る
土
地
利
用
を

進
め
る
と
と
も
に
、
水
源
か
ん
養

機
能
な
ど
森
林
や
農
地
の
公
益
的

な
機
能
の
保
全
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
CO2
排
出
量
の
削
減
な
ど

地
球
環
境
問
題
に
対
応
し
た
環
境

負
荷
の
低
減
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
本
町
の
空
・
山
・
川
の
豊
か
な

自
然
環
境
を
保
全
・
継
承
し
ま
す
。

②
安
全
な
暮
ら
し
を
確
保
す
る

　

す
べ
て
の
住
民
が
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
山
地
や
河

川
の
保
全
・
防
災
対
策
を
進
め
る

と
と
も
に
、
消
防
・
救
急
・
救
助

体
制
の
充
実
と
消
防
団
の
機
能
強

化
を
図
り
な
が
ら
、
様
々
な
災
害

の
発
生
に
備
え
、
非
常
時
の
情
報

通
信
体
制
や
災
害
資
機
材
、
避
難

場
所
等
の
整
備
、
各
地
域
に
お
け

る
防
災
組
織
や
災
害
弱
者
の
支
援

体
制
の
強
化
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
事
故
や
犯
罪
か
ら

住
民
を
守
る
た
め
、
道
路
環
境
の

改
善
や
適
切
な
情
報
提
供
に
努
め

る
と
と
も
に
、
交
通
安
全
や
防
犯

に
関
す
る
住
民
主
体
の
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す
。

①
生
涯
に
わ
た
り
住
民
の
健
康
を

守
り
、
育
む

　

住
民
の
心
身
に
わ
た
る
健
康
づ

く
り
に
対
す
る
意
識
を
高
め
、
健

康
重
視
の
生
活
を
普
及
・
定
着
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
活
習
慣

病
の
抑
制
や
介
護
予
防
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
保
健
指
導
、
健
康

管
理
の
体
制
強
化
や
各
種
施
設
の

有
効
利
用
を
進
め
、
各
年
代
に
応

じ
た
保
健
事
業
を
充
実
し
ま
す
。

　

ま
た
、
中
核
病
院
の
機
能
強
化

と
各
医
療
機
関
の
連
携
な
ど
に
よ

り
地
域
医
療
体
制
を
充
実
す
る
と

と
も
に
、
在
宅
看
護
や
緊
急
時
の

医
療
の
確
保
な
ど
、
多
様
な
医
療

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を
進
め
ま
す
。

②
住
民
が
相
互
に
支
え
合
う
福
祉

を
進
め
る

　

住
民
相
互
で
支
え
合
う
意
識
の

高
揚
や
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
確

保
・
育
成
な
ど
に
よ
り
、
地
域
福

祉
の
推
進
体
制
を
充
実
す
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
暮
ら

し
や
す
い
よ
う
な
地
域
と
家
庭
の

環
境
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
家
庭
に
対
す
る

相
談
指
導
や
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
、
安
全
な
子
育
て
環
境
の
整
備

の
ほ
か
、
学
童
保
育
を
は
じ
め
地

域
で
子
ど
も
を
守
り
育
て
る
活
動

を
推
進
し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を

産
み
、
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

を
強
化
し
ま
す
。

「
空
・
山
・
川
の
ふ
れ
あ
い
の
あ
る

　
　

美
し
い
ふ
る
さ
と
」を
め
ざ
し
て

紀美野町が
め　ざ　す
将　来　像

〜
第
１
次
紀
美
野
町
長
期
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
〜（
そ
の
2
）

１
、
み
ん
な
で
つ
く
る
ま
ち

　
　

づ
く
り（
協
働
と
交
流
）

２
、
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

　
　

（
快
適
な
暮
ら
し
）

３
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　
　

（
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
）

４
、福
祉
の
充
実
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
　

（
心
豊
か
な
暮
ら
し
）



広報

③
誰
も
が
生
き
る
喜
び
を
持
て
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

　

高
齢
者
の
健
康
の
保
持
・
増
進

と
地
域
社
会
へ
の
積
極
的
な
参

画
、
能
力
活
用
を
進
め
、
高
齢
者

の
社
会
的
貢
献
と
生
き
が
い
の
あ

る
暮
ら
し
の
実
現
に
努
め
ま
す
。

　

一
方
、
介
護
を
は
じ
め
さ
ま
ざ

ま
な
生
活
支
援
が
必
要
な
高
齢
者

に
対
し
て
、
家
庭
で
の
生
活
を
可

能
と
す
る
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

と
地
域
支
え
合
い
活
動
、
民
間
活

力
の
育
成
・
活
用
な
ど
に
よ
り
、

効
果
的
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
障
害
者
の
自
立
と
社
会

参
加
に
向
け
た
支
援
や
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
生

涯
を
通
じ
た
生
活
の
安
定
を
め
ざ

し
ま
す
。

①
学
校
教
育
を
充
実
し
、次
世
代
を

育
て
る

　

学
校
を
は
じ
め
関
係
機
関
の
連

携
を
強
化
し
、
小
学
校
・
中
学
校

に
お
い
て
一
貫
性
の
あ
る
教
育
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
学
校
運
営

へ
の
地
域
住
民
の
参
加
や
地
域
教

育
資
源
の
積
極
的
活
用
な
ど
、
地

域
と
一
体
と
な
っ
た
学
校
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
規
模
の
適
正
化
や

校
区
の
見
直
し
を
含
め
、
安
全
で

教
育
効
果
の
高
い
教
育
環
境
を
整

え
、
児
童
生
徒
の
個
性
や
社
会
の

変
化
、
地
域
課
題
な
ど
に
対
応
し

た
教
育
を
推
進
す
る
ほ
か
、
高
等

学
校
や
高
等
教
育
機
会
の
確
保
、

充
実
に
努
め
ま
す
。

②
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
し
て

社
会
教
育
を
振
興
す
る

　

自
ら
進
ん
で
学
ぶ
生
涯
学
習
社

会
を
浸
透
し
て
い
く
た
め
、
既
存

の
施
設
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ

う
、
各
施
設
の
機
能
整
備
と
相
互

連
携
を
進
め
る
と
と
も
に
、
多
様

な
学
習
機
会
と
情
報
の
提
供
、
指

導
体
制
の
充
実
を
図
り
、
自
己
実

現
に
向
け
た
住
民
の
主
体
的
な
取

り
組
み
を
促
進
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

学
習
成
果
が
地
域
社
会
・
ま
ち
づ

く
り
に
還
元
さ
れ
る
よ
う
努
め
ま

す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

と
有
効
利
用
を
進
め
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
事
業
の
充
実
と
地
域
ス

ポ
ー
ツ
組
織
の
育
成
を
図
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
本
町
の
貴
重
な
有

形
無
形
の
歴
史
文
化
遺
産
の
調
査

と
適
切
な
保
全
・
継
承
に
努
め
る

ほ
か
、
そ
れ
ら
の
情
報
発
信
と
有

効
な
活
用
を
進
め
ま
す
。

①
環
境
と
共
生
し
付
加
価
値
を
生

み
出
す
農
林
業
を
育
て
る

　

優
良
農
地
の
保
全
と
生
産
効
率

の
向
上
、
担
い
手
の
確
保
と
生
産

組
織
の
育
成
、
生
産
技
術
の
向
上

と
安
全
・
安
心
な
農
産
物
生
産
、

ブ
ラ
ン
ド
・
流
通
対
策
の
強
化
な

ど
に
よ
り
、
生
産
性
・
収
益
性
の

高
い
中
山
間
地
域
農
業
の
確
立
を

め
ざ
す
と
と
も
に
、
地
産
地
消
の

推
進
な
ど
に
よ
り
、
自
給
型
・
小

規
模
農
家
の
農
業
生
産
が
維
持
で

き
る
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

林
業
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
施

業
を
促
進
し
、
森
林
の
保
全
と
豊

か
な
森
林
資
源
の
育
成
に
努
め
、

経
済
的
価
値
の
向
上
と
公
益
的
機

能
の
強
化
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

農
林
漁
業
と
観
光
・
交
流
と
の
連

携
を
図
り
、
環
境
・
体
験
学
習
や

食
育
、
観
光
・
交
流
、
余
暇
、
生

き
が
い
な
ど
農
林
業
が
持
つ
多
面

的
な
機
能
を
活
用
し
ま
す
。

②
雇
用
を
高
め
、賑
わ
い
を
も
た
ら

す
商
工
業
・
観
光
を
振
興
す
る

　

定
住
を
促
進
す
る
環
境
づ
く
り

に
不
可
欠
な
商
業
機
能
を
維
持
し

て
い
く
た
め
の
支
援
に
努
め
る
と

と
も
に
、
多
様
な
消
費
ニ
ー
ズ
と

環
境
変
化
に
対
応
し
た
商
業
活
動

を
促
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
既
存
工
業
の
技
術
・
製

品
開
発
や
経
営
安
定
化
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
遊
休
施
設
の
活
用

に
も
対
応
し
て
、
環
境
負
荷
の
少

な
い
企
業
・
事
業
者
な
ど
の
誘
致

に
取
り
組
み
、
そ
の
た
め
に
必
要

な
立
地
基
盤
や
支
援
機
能
を
充
実

し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
豊
か
な
自
然
や
特
色

あ
る
歴
史
文
化
な
ど
を
活
か
し
た

観
光
魅
力
づ
く
り
や
交
流
事
業
を

進
め
、
観
光
資
源
・
施
設
等
を
有
機

的
に
結
び
つ
け
相
互
に
活
用
す
る

活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
、
各
種

体
験
交
流
企
画
の
充
実
、
魅
力
あ

る
味
覚
・
土
産
品
の
提
供
、
Ｐ
Ｒ
・

情
報
提
供
の
強
化
な
ど
を
図
り
、

観
光
関
連
産
業
を
育
成
し
ま
す
。

③
産
業
間
の
融
合
に
よ
リ
、
就
労
・

雇
用
の
場
を
創
り
出
す

　

地
域
産
業
相
互
の
連
携
、
異
業

種
間
の
交
流
を
促
進
し
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
の
産
業
の
蓄
積
や
保
有

す
る
地
域
資
源
を
活
か
し
、
地
域

協
働
で
取
り
組
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
、
新
た
な
付
加
価

値
を
生
み
出
す
事
業
お
こ
し
へ
の

支
援
を
強
め
ま
す
。

　

ま
た
、
就
労
・
雇
用
対
策
と
、

定
住
促
進
や
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

と
連
携
さ
せ
、
団
塊
の
世
代
等
が

新
た
な
担
い
手
・
後
継
者
と
も
な

る
よ
う
な
育
成
・
支
援
を
図
る
な

ど
、
就
労
・
雇
用
の
場
の
着
実
な

拡
大
に
努
め
ま
す
。

①
行
財
政
改
革
を
進
め
る

　

ス
リ
ム
で
分
か
り
や
す
い
行
政

組
織
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、各
種

研
修
や
人
事
諸
制
度
の
充
実
に
よ

る
職
員
の
能
力
と
資
質
の
向
上
、情

報
機
器
の
高
度
利
用
に
よ
る
事
務

の
能
率
化
と
合
わ
せ
、住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
目
的
管
理
型
の
政
策
形

成
、
予
算
編
成
、
行
政
評
価
の
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
努
め
る
と
と
も

に
、
既
存
公
共
施
設
と
民
間
活
力

の
有
効
利
用
や
経
費
の
削
減
を
進

め
、
財
政
の
健
全
化
と
公
共
経
営

を
重
視
し
た
持
続
可
能
な
自
治
体

運
営
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
近
隣
自
治
体
な
ど
と

の
連
携
を
強
化
し
、
効
果
的
な
広

域
行
政
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

な
お
、計
画
の
具
体
的
な
内
容
に

つ
い
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
お
り
ま
す
の
で
、併
せ
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

５
、
豊
か
な
教
育
を
目
指
す

　
　

ま
ち
づ
く
り（
生
涯
教
育
）

６
、
活
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り

　
　

（
活
力
あ
る
産
業
）

７
、
行
財
政
改
革
を
め
ざ
す

　
　

ま
ち
づ
く
り（
自
治
体
運
営
）
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７
月
１
日
か
ら
一
ヶ
月
間
は
、
“
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
”
の
強
調
月
間
、
ま

た
、
同
日
か
ら
二
ヶ
月
間
“
夏
の
子
ど
も

を
ま
も
る
運
動
”
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

７
月
２
日
、
中
央
公
民
館
前
に
お
い

て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
紀

美
野
保
護
司
会
長
の
東
平
正
司
氏
が
知
事

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
朗
読
、
寺
本
町
長

に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
保
護
司
会
、
更
生
保
護
女
性

会
、
青
少
年
育
成
委
員
会
、
海
南
保
健
所

の
方
々
に
よ
り
、
街
頭
啓
発
が
実
施
さ

れ
、
チ
ラ
シ
や
啓
発
用
品
を
配
っ
て
協
力

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ＭＯＭＯ りら＆ダンスアートカンパニー

「ウインズ」ミニライブ

紀美町ハワイアン・フラ

　

８
月
15
日
、
木
の
温
も
り
広
場
（
紀
美

野
町
文
化
セ
ン
タ
ー
横
）
に
お
い
て
、
第

２
回
き
み
の
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

舞
台
で
は
、
ラ
イ
ブ
を
は
じ
め
踊
り
や

和
太
鼓
演
奏
、
ゆ
か
た
ペ
ア
コ
ン
テ
ス
ト

な
ど
が
催
さ
れ
た
ほ
か
、
「
紀
美
野
音
頭

（
ウ
イ
ン
ズ
の
平
阪
佳
久
氏
　

作
詞
作

曲
）
」
の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

盆
踊
り
で
は
、
会
場
中
央
に
設
け
ら
れ

た
や
ぐ
ら
の
回
り
を
紀
美
野
音
頭
や
炭
坑

節
な
ど
に
合
わ
せ
て
、
ハ
ッ
ピ
姿
の
大
人

か
ら
子
ど
も
た
ち
ま
で
元
気
に
踊
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
に
は
、
実
行
委
員
会
で

企
画
さ
れ
た
コ
ー
ナ
ー
や
夜
店
が
並
び
、

大
変
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
祭
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
打
上
花

火
。
約
１
,
５
０
０
発
の
花
火
が
次
々
と

夜
空
に
花
を
咲
か
せ
、
会
場
内
か
ら
は
大

き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
昨
年
よ
り
多
く
の
方
々
が

来
場
さ
れ
、
き
み
の
夏
祭
り
は
、
大
盛
況

の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

＝
夏
祭
り
に
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
＝

　

関
係
各
団
体
、
海
南
警
察
署
、
紀
美
野

町
消
防
団
第
11
分
団
、
交
通
指
導
員
の

方
々
に
は
特
別
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
（
き
み
の

夏
祭
り
実
行
委
員
会
）

,

商工会
青年部

紀
美
野
音
頭
に
合
わ
せ　

総
踊
り
!!

紀
美
野
音
頭
に
合
わ
せ　

総
踊
り
!!

第
２
回　

き
み
の
夏
祭
り　

盛
大
に
開
催
さ
れ
る

!!

９組の方々が参加され、ゆかたペアが決定。
優　勝　上中梨瑚さん・麻瑚さん(動木)　
準優勝　芝崎寛二さん(動木)・松江　茜さん(海南市)
特別賞　大野政次郎さん・和子さん(神野市場)

ゆかたペアコンテスト（優勝した上中ペア）

「きみの夏祭り」初出演の皆さん



左より岩橋教育長、中浴くん、中野尻くん、寺本町長

木原署長から感謝状を受け取る瀧下さんと中前さん（右奥）

　

６
月
24
日
（
日
）
、
紀
三
井
寺
陸
上
競
技

場
に
お
い
て
第
23
回
全
国
小
学
生
陸
上
競

技
交
流
大
会
和
歌
山
県
予
選
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
大
会
は
１
年
で
一
番
大
き
な

大
会
で
、
各
競
技
で
１
位
に
入
賞
し
た
選

手
は
全
国
大
会
に
出
場
で
き
ま
す
。
の
か

み
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ
も
出
場
し
、
見
事

男
子
百
ｍ
で
中
野
尻
祥
く
ん
（
志
賀
野
小

学
校
６
年
）
、
男
子
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル
で
中

浴
孝
哉
く
ん
（
野
上
小
学
校
６
年
）
が
７

月
27
日
（
金
）
〜
29
（
日
）
の
全
国
大
会
（
大

阪
府
長
居
陸
上
競
技
場
）
へ
出
場
し
、

持
っ
て
い
る
力
を
十
二
分
に
発
揮
し
、
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。
（
写
真
は
、
全
国
大

会
出
場
を
報
告
す
る
た
め
役
場
を
訪
れ
た

二
選
手
。
７
月
25
日
・
町
長
室
に
て
）

　

町
内
な
ど
で
連
続
し
て
発
生
し
て
い
た

空
き
巣
事
件
の
解
決
に
協
力
し
た
と
し
て
、

長
谷
宮
の
瀧
下
利
夫
さ
ん
と
中
前
セ
ツ
子

さ
ん
に
対
し
７
月
６
日
、
海
南
警
察
署
（
木

原
一
夫
署
長
）
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
２
人
は
５
月
、
近
所
の
民
家
の
敷

地
内
に
侵
入
し
た
男
に
声
を
か
け
、
そ
し

て
、
逃
げ
去
る
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
控
え
て

同
署
に
通
報
。
こ
の
こ
と
が
犯
人
逮
捕
へ

と
つ
な
が
り
ま
し
た
。
瀧
下
さ
ん
は
、
「
犯

人
が
捕
ま
り
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
住
民

と
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
を
し
た
だ
け
で

す
。
」
と
、
ま
た
、
中
前
さ
ん
は
、
「
２

人
だ
か
ら
で
き
た
こ
と
で
す
。
役
に
立
て

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
」
と
話
し
て

い
ま
す

　

平
成
19
月
７
月
16
日
に
和
歌
山
市
で
開

か
れ
た
第
62
回
国
民
体
育
大
会
空
手
道
競

技
選
手
選
考
会
に
お
い
て
、
桐
浴
寛
延
さ

ん
（
中
地
区
）
が
64
㎏
級
組
手
個
人
軽
量

級
で
選
抜
さ
れ
、
今
月
29
日
か
ら
開
催
さ

れ
る
秋
田
わ
か
杉
国
体
に
出
場
さ
れ
ま

す
。

　

桐
浴
さ
ん
は
、
小
学
１
年
生
か
ら
空
手

を
は
じ
め
、
高
校
、
大
学
を
通
し
て
今
回

が
３
回
目
の
国
体
出
場
と
な
り
ま
す
。
桐

浴
さ
ん
は
「
学
生
生
活
最
後
の
国
体
で
す
。

入
賞
を
め
ざ
し
て
頑
張
り
た
い
。
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
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健康・福祉
ガイド
健康・福祉
ガイド

健康・福祉
ガイド

○第一保育所　９月　４日（火）・１８日（火）　℡４８９－２１４４�  
○第二保育所　９月　３日（月）・１０日（月）　℡４８９－４９５３�  
○小川保育所　９月　７日（金）・２１日（金）　℡４８９－２４０５�  
○神野保育所　９月　５日（水）・１９日（水）　℡４９５－２０４９�  
○毛原保育所　９月１２日（水）・２６日（水）　℡４９９－０１３１�  

健 康 相 談
健康診断書の作成
一般健康相談

９月11日（火）　9：00～11：00
９月25日（火）　9：00～11：00

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日　9：00～17：00

エ イ ズ 検 査 エイズの各種相談
９月11日（火）　9：00～11：00
９月25日（火）　9：00～11：00

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための
血液検査と登録手続きを行います。

９月11日（火）　10：00～11：00
９月25日（火）　10：00～11：00
※　予約制です。

検 便
９月11日（火）　9：00～11：00
９月25日（火）　9：00～11：00

こころの健康相談 心の健康上、不安をもつ方及び家族
※精神科医師が相談に応じます。

９月12日（水）　9：00～
９月20日（木）　13：30～
※　予約制です。

○コアラ　　　９月１１日（火）９：３０～１１：３０　自然体験世代交流センター（ボール遊び）
○カンガルー　９月２５日（火）９：３０～１１：００　総合福祉センター（プレイルーム）
なお、いずれの行事も今年度に入り初めて参加される方は、申込みよろしくお願いします。

親子、友達との遊び場として、ご活用下さい。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者

毎 週 月 曜 日／午前9時～11時30分
　　　　　　　　　　午後2時～4時30分
第1・3・5週の木曜日／午前9時～11時30分

毎月　第2・4週の木曜日／午前9時30分～11時30分

鎌滝636（℡495－3127）

センター開放日と同じ日・時で行います。　（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
※子育てに関する悩み等、個別に面接・電話・訪問相談を行います。

健康相談のお知らせ

日時：９月27日（木）13：30～16：00
場所：長谷宮集落センター

内容：初夏のヘルシー料理
　　　（バランスガイドについて）

日時：９月28日（金）13：30～16：00
場所：自然体験世代交流センター

内容：初夏のヘルシー料理
　　　（バランスガイドについて）

日時：９月６日（木）�10：00～12：00　紀美野町役場神野支所
� 13：30～16：00　野上厚生総合病院
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障害者巡回相談のお知らせ障害者巡回相談のお知らせ

戦没者等のご遺族の皆様へ
第八回特別弔慰金請求のお済でない方

対　象　者

精神障害の方・家族の方

身体障害や知的障害の方・
家族の方

月　　日

９月４日（火）

９月19日（水）

場　　　所　・　時　　　間

神野支所　　　　　9時30分～正午
総合福祉センター　13時30分～16時

神野支所　　　　　9時30分～正午
総合福祉センター　13時30分～16時

予　　約　　先

野上厚生病院内相談支援事業者
電話　489-2908

療育センターＡＯＩ
電話　483-0454

あおい

指定相談支援事業所による巡回相談を下記のとおり実施します。
障害のある人、その保護者、介護者などからのさまざまな相談に応じ、必要な情報の提供や権利擁護の
ための必要な援助などを行います。
巡回相談は、原則予約となりますので、直接事業所に連絡してください。
なお、巡回相談日以外でも　相談に応じていますので、下記事業所までご連絡ください。

健康づくりコーナー

食中毒は暑い夏に多発します。6月から10月までの間に、1年間で発生する食
中毒の7割近くが発生しています。
食中毒のおもな症状は以下の通りです。「もしかして食中毒かもしれな

い・・・」と思ったら、すみやかに医療機関を受診しましょう。

食中毒が疑われたら

　もし家族に感染者が出たら、次のような注意をしましょう。

●食中毒が疑われる人は、
最後におふろに入り、
シャワーのみにする。

他人への感染を防ぐために

　体の抵抗力が弱い子どもや高齢者は、少量の菌でも発症し、しかも重症化しやすい傾向があります。子ども
や高齢者に食中毒が疑われる症状が見られたら、重症化を防ぐため、一刻も早く医師に診てもらいましょう。

　○対象となる方
　戦没者等死亡当時のご遺族で、平成17年４月１日に
おいて、公務扶助料や遺族年金等を受ける方がいない
場合に、次の先順位のご遺族お一人に請求していただ
けます。
＜ご遺族間でご協議の上請求してください。＞
１．弔慰金の受給権者
２．戦没者等の子
３．戦没者等と生計関係を有しており、かつ、氏が同
じである

　　①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹

４．左記３以外の、①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹
５．左記１から４以外の三親等内親族
（戦没者等の死亡時まで引き続き１年以上生計関係
を有していた方に限られます。）

○支給内容　額面４０万円、１０年償還の記名国債
○請求期限　平成２０年３月３１日まで
○請求窓口・お問い合わせ　　
　　総合福祉センター　保健福祉課　TEL489-9960
　　神　野　支　所　住民福祉室　TEL495-3464
※　なお、既に第八回特別弔慰金の請求をしている場
合は、再度請求する必要はありません。

　戦没者等の遺族に対して、戦後６０周年の節目をとらえて国として改めて弔慰の意を表すため、戦没者等の遺
族に対する特別弔慰金が支給されています。

子どもと高齢者は特に注意

　吐き気　　腹痛　　血便　　発熱　　嘔吐　　下痢　　頭痛
　神経症状《嚥下（飲み下し）困難、言語障害、呼吸困難など》
同じ食事をした人に同様の症状があれば、食中毒の確立が高くなります。

おもな症状

●吐いたものや便を処理す
るときは、素手では扱わ
ず、ゴム手袋を利用する。

●患者の吐いたものや便に
触れた場合は、流水でよ
く手を洗った後、逆性
せっけんや70％アルコー
ルで消毒する。

●汚れてしまった衣類は煮
沸か薬品で消毒してから、
他の洗濯物と分けて洗い、
日光で十分に乾かす。



臨時職員募集

　紀美野町では、下記要領で臨時職員採用試験を実施いたします。

募集職種と人員　　　臨時職員（道路維持管理作業員）　　１名

業　務　内　容　　　道路の維持管理及びショベルローダー、ダンプトラック等の運転及び保守管理

勤　務　場　所　　　紀美野町役場神野支所（旧美里区域の道路）

賃　　　　　金　　　日額　11,000円

受　験　資　格　　　大型特殊免許所有者で健康で温厚な６５歳未満（平成18年４月１日現在）の者で

大型特殊車両の運転経験のある者

採 用 試 験 日　　　平成18年５月21日（日）

申込書の入手方法　　（１）郵送による場合

　　　　　　　　　　　　　封筒の表に「臨時職員採用試験要綱請求」と朱書し、120円切手を貼ったあ

て先明記の返信用封筒（角型2号、縦33ｃｍ、横34ｃｍ）を必ず同封して、紀美野町役場総務課あて請求

してください。

あて先　〒640－1192和歌山県海草郡紀美野町動木287番地　紀美野町役場総務課　

　　　　　　　　　　（２）直接取りに来られる場合

　　　　　　　　　　　　　紀美野町役場（本庁）総務課及び

　紀美野町役場神野支所総務室で配布します。

採 用 予 定 日　　　平成18年６月

申    込    み　　　平成18年５月１日（月）から平成18年５月15日

（月）までに申込書に履歴書を添えて、役場総務課へ提出して下さい。（その他の詳細については、�

　073－489－5912　紀美野町総務課までお問合せ下さい。）

　国民年金は、20歳から60歳までの40年間納付

して、満額の「老齢基礎年金」を受け取ること

となります。また、病気や事故で障害の状態と

なったときの「障害基礎年金」、大切な一家の

担い手を失ったときに残された家族に「遺族基

礎年金」が支給されますが、これらの年金給付

を受けるためには、一定の保険料について未納

がないことが条件となります。

　国民年金保険料納付書は社会保険庁または社

会保険事務所から送付されますので、保険料は

忘れず納付しましょう。

　なお、口座振替をご利用いただくと、保険料

を納める手間が省け、納め忘れもなくなりま

す。当月末振替の場合、月々50円の割引もあり

ます。手続きは役場住民課・神野支所住民福祉

室・社会保険事務所・金融機関でできます。

　納付が困難なときは未納のままにせず、役場

住民課または神野支所住民福祉室にて保険料免

除制度・30歳未満の方の若年者納付猶予制度・

学生の方の学生納付特例制度の申請を行ってく

ださい。承認期間については10年以内であれば

後から納付（追納）することができます。

その他、国民年金に関するお問い合わせは
役場住民課　　　　　℡489-5903
神野支所住民福祉室　℡495-3463

までお願いします。

　

国
民
健
康
保
険
税
及
び
介
護
保

険
料
（
普
通
徴
収
分
）
の
第
2
期
分

の
納
期
限
は
10
月
1
日
で
す
。
納

期
限
ま
で
に
お
忘
れ
の
な
い
よ
う

納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

納
税
に
は
、
便
利
で
安
全
、
確
実

な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
税
務
課

（
℡
4
8
9-

5
9
0
5
）
へ

　

白
内
障
、
緑
内
障
、
糖
尿
病
網
膜

症
等
の
治
療
を
通
じ
、
地
域
医
療

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

眼
科
医
師
（
医
長
）
井
上
貴
久
彦

　

７
月
よ
り
赴
任
し
て
来
ま
し
た

中
谷
と
申
し
ま
す
。
急
性
期
か
ら

慢
性
期
ま
で
幅
広
く
皆
様
の
健
康

を
ご
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
声
を

お
か
け
く
だ
さ
い
。
追
伸
・
根
っ

か
ら
の
阪
神
フ
ァ
ン
で
す
。

　

整
形
外
科
医
師　

中
谷
匡
登

期
間
‥
10
月
3
日
か
ら
3
月
19
日

ま
で
（
毎
週
水
曜
日　

午

後
3
時
20
分
よ
り
5
時
10

分
ま
で
）

講
師
‥
上
海
師
範
大
学
卒
で
現
在

外
国
語
専
門
学
校
講
師
の

方

費
用
‥
千
円
程
度

募
集
人
数
‥
10
人
程
度

募
集
期
間
‥
8
月
28
日
（
火
）
〜

 
 
 
 
 

9
月
11
日
（
火
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
：

　
　
　
　
　

大
成
高
校
・
小
藪

　
　
　

℡
（
０
７
３
）
４
８
９-

２

０
６
９

　

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法

に
基
づ
き
、
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
支
援
の
た
め
の
一
般
事
業
主
行

動
計
画
を
策
定
・
実
施
し
、
計
画

に
定
め
た
目
標
を
達
成
し
た
こ
と

な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
企

業
を
、
都
道
府
県
労
働
局
長
が
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
と
し
て
認
定

す
る
制
度
が
あ
り
、
認
定
を
受
け

た
事
業
主
は
、
下
の
マ
ー
ク
を
自

社
の
広
告
、
商
品
求
人
広
告
等
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
行
動
計
画
の
策
定
、
認
定
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
和
歌
山

労
働
局
雇
用
均
等
室

　

（
０
７
３-

４
２
１-

６
１
５
７
）
ま
で
。

（
認
定
マ
ー
ク
）く
る
み
ん

働く未来を考える働く未来を考える

平成19年10月1日　現在で

　就業構造基本調査を実施します
　全国から抽出された約45万世帯の15歳以上の方々を

対象に、ふだん何か収入になる仕事をしているかどう

かや就業に関する希望などについて調査します。

　調査結果からは，若者，高齢者や女性の多様化する

就業状況や産業構造の変化に伴う雇用流動化の実態な

ど就業に関する詳しい状況が明らかになり，国や県・

市町村の雇用政策や経済政策などの各種行政施策を立

案する際の基礎資料となります。

　調査の対象となる世帯には、9月中に統計調査員が

伺いますので、ご協力をお願いします

　　　　総務省統計局・和歌山県・紀美野町

　　　　問い合わせ先：企画管財課　℡073-489-5913
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紀美野町職員募集について
紀美野町では、下記要領で職員採用試験を実施します。

臨時看護職員・臨時介護職員
募集について《やすらぎ園》

・勤務場所　海草郡紀美野町下佐々1408番地7　
　　　　　　特別養護老人ホームやすらぎ園内
・選考方法　面接試験
・選 考 日　随時
・待遇面等につきましては、下記のホームページ
　をご覧下さい。（http://www.yasuragien.com/）
問合せ先　特別養護老人ホームやすらぎ園事務局
　　　　　TEL：073-489-3631

県立和歌山産業技術専門学院
（平成20年4月入学）生徒募集
（平成19年4月、県立和歌山高等技術専門校から名称変更）

応募資格：高卒（見込）者等　原則35歳以下（自動
車工学科、理容科は高卒（見込）者以上。デザイン木
工科は中卒（見込）者等です。）
（入学願書受付期間）
　平成19年10月　1日（月）～10月10日（水）
（選考日）
　平成19年10月19日（金）午前9時30分から
（選考会場）
　和歌山市小倉90  県立和歌山産業技術専門学院
（入学願書配布場所）

県立和歌山産業技術専門学院、県内の各公共職
業安定所（ハローワーク）（郵送をご希望の方は
和歌山産業技術専門学院までご連絡ください。）

（お問い合わせ先）
　〒649-6261　和歌山市小倉90　　
　県立和歌山産業技術専門学院　訓練課
　TEL（073）477-1253　FAX（073）477-1254　
　URL　http://www7.ocn.ne.jp/̃wakougi/

平成20年度和歌山県農業大学校【専修学校】
学生募集案内

募集人員　40名
受験資格　原則として県内に住所を有し、概ね30歳以下で、高

等学校を卒業した者又は平成20年3月卒業見込み
の者

願書受付　推薦入学　平成19年11月8日（木）～
　　　　　　　　　　　　　　　平成19年11月22日（木）
　　　　　一般入学　平成19年12月14日（金）～
　　　　　　　　　　　　　　　平成19年12月26日（水）
試 験 日　推薦入学　平成19年11月30日（金）
　　　　　一般入学　平成20年1月10日（木）

応募についての詳しいことは、農業大学校、県庁農林水産部新
ふるさと推進課（TEL073-441-2931）、海草振興局産業振興部農
業振興課（TEL073-441-3380）までお問い合わせください。

　　専修学校和歌山県農業大学校　
　　〒649-7112　伊都郡かつらぎ町中飯降422
　　TEL0736-22-2203　FAX0736-22-7402

人 員 等

受 験 資 格

採用試験日

申 込 書 の
入 手 方 法

採用予定日

申 込 期 間

そ の 他

（消防職）1名【救急救命士の資格を有する者】
（看護師）1名【看護師の資格を有する者】

（消防職）昭和54年4月2日から昭和62年4月1日
までに生まれた者

（看護師）平成20年4月1日現在で40歳以下の者

（消防職）【１次試験】平成19年10月21日（日）
　　　　【２次試験】1次試験合格者に別途通知します。
（看護師）【１次試験】平成19年10月21日（日）

直接下記に取りにこられるかホームページか
らダウンロードしてください。郵送による配布
はいたしません。

（消防職）紀美野町役場本庁（動木287番地）
　　　　紀美野町役場神野支所（神野市場226番地1）
　　　　紀美野町消防本部（下佐々803番地1）
（看護師）紀美野町役場本庁（動木287番地）
　　　　紀美野町役場神野支所（神野市場226番地1）
HPアドレス http://www.town.kimino.wakayama.jp

平成20年4月1日

平成19年9月10日～平成19年9月26日

職員採用の詳細については、申込書と一緒にお
渡しする「採用試験案内」に記載させていただ
いております。

職　種 採用予定者数 応募資格 年齢

臨時看護職員 若干名 看護師又は准看護
師資格を有する者

制限なし

臨時介護職員 若干名 特に問わない 制限なし

募集する科目 募集定員

自 動 車 工 学 科 20

メ カ ト ロ ニ ク ス 科 15

建 築 工 学 科 20

総 合 実 務 科 20

理 　 　 　 容 　 　 　 科 15

情 報 技 術 科 10

デ ザ イ ン 木 工 科 15

訓練期間

２年

２年

１年

１年

２年

１年

２年

（※介護職員については、資格取得に伴う援助制度有）

平成19年度　防衛省からのお知らせ
募集種目 待遇 資格 受付期間 試験期日 合格発表

防衛大学校学生
学生手当
毎月：106,600円（平成19年4月現在）
賞与：年2回（計約360,000円）
＊入学金・授業料の納入はありません。

高卒（見込み含む）
21歳未満の者

9月7日～　
　9月28日

1次　11月10・11日
2次　12月11～14日

１次　12月5日
最終　20年2月15日

防衛医科
大学校学生

9月7日～　
　9月28日

1次　11月3・4日
2次　12月5～7日

１次　11月27日
最終　20年2月15日

看護学生

俸給　毎月：157，500円
　　　＊経験等により異なります。
賞与：年2回
昇給：年1回

高卒（見込み含む）
24歳未満の者

9月7日～　
　9月28日

1次　10月14日
2次　11月17・18日

１次　11月　1日
最終　20年1月10日

２等陸・海・空士
（男子）

初 任 給　毎月：157,500円　
　　　　　＊経験等により異なります。
　　　　　賞与：年2回（6月・12月）
　　　　　昇給：年1回
退職手当

任期を満了した際には、1任期（2年）で約
60万円、1任期（3年）で約93万円、2任期目
で約130～137万円支給されます。

18歳以上27歳
未満の男子

各試験日の
前日まで

1回目　9月8日（土）
2回目　9月19日（水）
3回目　9月29日（土）
試験会場
和歌山県民文化会館

11月下旬

お申し込み・お問い合わせ　自衛隊海南募集案内所　TEL073-483-4481　海南市日方1521-13　隅田ビル3階　



10

生
涯
学
習
情
報

■
展
示
会（
中
央
公
民
館
）

　

十
一
月
三
日
（
土
）・
四
日
（
日
）

 
 
 
 

午
前
九
時
〜
午
後
六
時

　

十
一
月
五
日
（
月
）

 
 
 
 

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

　

《
出
品
内
容
》
一
人
二
点
ま
で

　

・
洋
画　

十
五
号
ま
で
（
一
人

　
　

一
点
）

　

・
日
本
画　

十
号
前
後

　

・
写
真　

半
切
、
全
紙

　

・
書
道　

条
幅
〔
床
掛
軸
以
内
、

　

屏
風
つ
い
た
て
不
可
〕
十
号

　

ま
で
は
ガ
ラ
ス
額
縁
可

　

・
そ
の
他　

工
作
、
手
芸
類
（
大

　

き
い
作
品
は
ご
相
談
く
だ
さ

　

い
。
）

　

《
申
込
み
締
切
り
》

　
　

九
月
二
十
八
日
（
金
）

■
芸
能
大
会（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　

十
一
月
四
日
（
日
）

 
 
 
 

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

　

《
申
込
み
締
切
り
》

　
　

九
月
二
十
八
日
（
金
）

■
児
童
生
徒
発
表（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　

十
一
月
三
日
（
土
）

 
 
 
 

午
後
一
時
〜
午
後
四
時

■
茶
席（
中
央
公
民
館
）

　

十
一
月
三
日
（
土
）
〜
五
日
（
月
）

 
 
 
 

午
前
十
時
〜
午
後
三
時

　
　

山　
　

彦　
　
　

第
27
号

　

「
花
よ
り
団
子
よ
り
い
も
煮
」

　

日
本
の
よ
さ
と
い
う
の
は
四
季
の

移
り
変
わ
り
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
と
こ
ろ
、
と
い
え
ば
聞
こ
え

が
よ
い
が
、
四
季
の
お
か
げ
で
春
は

花
見
、
夏
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
に
か
こ
つ
け
て
宴
会
が

開
け
る
と
い
っ
た
ほ
う
が
よ
い
か
。

こ
れ
以
外
に
も
何
か
と
理
由
を
つ
け

集
ま
っ
て
は
、
本
来
の
理
由
を
忘
れ

飲
み
食
い
に
励
む
。
花
よ
り
団
子
と

は
よ
く
い
っ
た
も
の
。
秋
に
も
ご
他

聞
に
も
れ
ず
、
季
節
を
楽
し
む
行
事

が
あ
る
。
い
わ
ず
と
知
れ
た
月
見
だ
。

中
秋
の
名
月
、
今
年
は
９
月
25
日
だ

が
、
こ
の
頃
が
サ
ト
イ
モ
の
収
穫
時

期
で
あ
る
た
め
、
中
秋
の
名
月
の
こ

と
を
別
名
「
芋
名
月
」
と
も
言
う
。
東

北
地
方
で
は
サ
ト
イ
モ
の
収
穫
を
祝

う
意
味
合
い
も
こ
め
、
芋
煮
会
と
い

う
の
が
開
か
れ
て
い
る
ら
し
い
。
川

原
な
ど
の
野
外
で
芋
や
肉
、
魚
な
ど

を
大
鍋
で
煮
て
、
グ
ル
ー
プ
で
楽
し

む
そ
う
だ
。
和
歌
山
で
は
そ
う
一
般

的
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
町
内
で
も

芋
煮
会
を
開
い
て
い
る
人
が
い
る
と

言
う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
東

北
地
方
の
文
化
を
体
験
す
る
、
友
人

知
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
言
い
訳
を

し
て
、
宴
会
を
開
く
理
由
に
し
て
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。
そ
の
と
き
は
、
く
れ

ぐ
れ
も
名
月
を
楽
し
む
こ
と
を
忘
れ

ず
に
。

『
展
示
会
、
芸
能
大
会
へ
の
出
品
、
出
演
を
左
記
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
ど
し
ど
し

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
ま
で
。
』

九
月
三
十
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　

午
後
二
時
開
演

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

曲
目　

マ
ー
チ
「
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
」

吹
奏
楽
の
た
め
の
小
狂
詩

曲　

他

　

み
な
さ
ん
、
心
地
よ
い
ひ
と
時

を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

野
上
中
学
校
吹
奏
楽
部

　

  

第
三
回
定
期
演
奏
会

山　
　

彦　
　
　

第
27
号
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■
中
央
公
民
館

５
・
12
日　

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

　
　
　

ビ
ー
玉
コ
ー
ス
タ
ー

19
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
（
野

　
　
　

い
ち
ご
の
会
）

26
日　

ひ
ま
わ
り
の
種
と
り

■
文
化
セ
ン
タ
ー

５
日　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
（
ほ

　
　
　

た
る
）

12
・
19
日　

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

　
　
　

ビ
ー
玉
コ
ー
ス
タ
ー

26
日　

ひ
ま
わ
り
の
種
と
り

　

９
月
よ
り
、
毎
月
第
３
金
曜
日

午
後
３
時
よ
り
小
川
地
区
公
民
館

で
「
ひ
ま
わ
り
」
さ
ん
が
読
み
聞

か
せ
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
聞
き
に
き
て
く
だ
さ

い
。

た
ん
ぽ
ぽ
ふ
れ
あ
い
学
級

10
月
２
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
〜

役
場
２
階
2B
会
議
室

講
師　

和
歌
山
県
医
科
大
学
教
授

　
　
　

梅
咲
直
彦　

先
生

演
題
「
子
宮
ガ
ン
、
卵
巣
ガ
ン
で

後
悔
し
な
い
た
め
に
｜
ガ
ン
検
診

の
す
す
め
」

　

子
育
て
に
は
、
ま
ず
親
が
心
身

と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
今
回
は
主
に
、
30
代
前
後

の
女
性
に
多
い
病
気
な
ど
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

９
月
２
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

み
さ
と
天
文
台
・
月
の
館

「
す
ば
る
望
遠
鏡
を
使
っ
た
研
究
」

と
題
し
て
、
国
立
天
文
台
の
若
手

研
究
員
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
す
。

　

参
加
無
料
・
申
込
不
要
で
す
。

　

お
問
合
せ
は
天
文
台
ま
で
。

９
月
15
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室

■
講
師　

奥
山
美
有
紀
さ
ん

■
対
象　

小
学
生
以
上　

先
着
24

名
ま
で　

保
護
者
の
方
も
ど
う

ぞ
！

■
参
加
費　

２
０
０
円

■
持
ち
物　

上
ぐ
つ
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル
、
水
筒

■
申
込
み　

９
月
11
日
（
火
）
ま
で

に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話

４
８
９
・
５
９
０
９
）

　

み
さ
と
天
文
台
で
は
、
お
盆
特

別
開
館
に
伴
う
臨
時
休
館
を
９
月

５
日
（
水
）
に
と
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
10
月
に
も
臨
時
休
館
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■
出
演　

田
川
寿
美　

松
本
毬

■
入
場
料
（
全
自
由
席
）
２
０
０
０

円
（
当
日
２
５
０
０
円
）
前
売
り

券
完
売
の
場
合
、
当
日
券
な
し

未
就
学
児
の
同
伴
、
入
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所　

中
央
公

民
館
、
文
化
セ
ン
タ
ー　

役
場

神
野
支
所　

小
川
地
区
・
志
賀

野
地
区
公
民
館　

長
谷
毛
原
出

張
所

■
問
合
せ
先　

中
央
公
民
館

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

９
月
５
日
（
水
）

　

午
後
２
時
30
分
〜　

１
時
間

　

（
「
ほ
た
る
」
の
皆
さ
ん
）

■
中
央
公
民
館

　

９
月
19
日
（
水
）

　

午
後
２
時
30
分
〜　

１
時
間

　

（
「
野
い
ち
ご
の
会
」
の
皆
さ
ん
）

　

中
央
公
民
館
（
保
育
室
）・
文
化

セ
ン
タ
ー
（
ホ
ワ
イ
エ
）
で
、
月
曜

〜
金
曜
（
午
後
２
時
〜
５
時
）
放
課

後
を
楽
し
く
過
ご
そ
う
！

【
百　

冊
】

　

唐
門
紘
（
３
歳
）

　

岩
根
琉
人
（
第
一
保
）

【
二
百
冊
】

　

藤
々
木
寿
朱
（
第
一
保
）

　

安
平
鈴
菜
（
志
賀
野
小
２
年
）

【
五
百
冊
】

　

鷲
谷
昂
（
第
一
保
）

　

堀
江
澄
麗
（
智
辯
小
４
年
）

【
七
百
冊
】

　

佐
々
本
優
奈
（
紀
北
養
護
中
一
年
）

【
九
百
冊
】

　

若
林
寛
章
（
野
小
４
年
）

　

若
林
由
佳
（
野
中
１
年
）

■
「
夜
は
短
し
歩
け
よ
乙
女
」

　
　
　
　
　
　

森
見
登
美
彦
・
著

■
「
ま
ん
ま
こ
と
」　

畠
中
恵
・
著

■
「
青
い
鳥
」　
　
　

重
松
清
・
著

■
「
夜
明
け
の
街
で
」

　
　
　
　
　
　
　

東
野
圭
吾
・
著

■
「
永
遠
の
と
な
り
」

　
　
　
　
　
　
　

白
石
一
文
・
著

■
「
シ
モ
ン
の
お
と
し
も
の
」

　

バ
ー
バ
ラ
・
マ
ク
リ
ン
ト
ッ
ク
・
著

■
「
せ
か
い
い
ち
お
お
き
な
う
ち
」

　
　
　
　

レ
オ
・
レ
オ
ニ
・
著　

他

■
「
が
ら
く
た
」　

江
國
香
織
・
著

■
「
き
み
は
ポ
ラ
リ
ス
」

　
　
　
　
　
　

三
浦
し
を
ん
・
著

■
「
カ
シ
オ
ペ
ア
の
丘
で 

上
・
下
」

　
　
　
　
　
　
　
　

重
松
清
・
著

■
「
銀
し
ゃ
り
」　

山
本
一
力
・
著

■
「
『
早
起
き
』
は
生
き
る
力
！
」

　
　
　
　
　
　
　

陰
山
英
男
・
著

■
「
む
し
た
ち
の
え
ん
そ
く
」

　
　
　

得
田
之
久
・
久
住
卓
也
・
著

■
「
か
ば
く
ん
の
ラ
ジ
オ
」

　
　
　
　
　

遠
山
繁
年
・
著　

他

中
央
公
民
館

文
化
セ
ン
タ
ー

中
央
公
民
館 

 

２
階 

 

展
示
室

期
間　

10
月
中
旬
ま
で

■
出
展
者
（
敬
称
略
）

井
澤
佳
代
子
（
小
畑
）
三
宅
哲

男
（
安
井
）
山
本
訓
永
（
福

田
）
松
原
山
恵
（
小
畑
）
権
出

毅
一
（
動
木
）
谷
田
茂
夫
（
神

野
市
場
）
常
田
茂
（
長
谷
）
堀

田
栄
子
（
小
畑
）
上
中
典
子

（
小
畑
）
井
澤
正
憲
（
小
畑
）

井
澤
幸
子
（
小
畑
）
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『
野
上
吟
詩
会
』

代
表　

中
ひ
ろ
み

　

７
月
28
日
（
土
）
、
海
草
地
方
子

ど
も
会
連
絡
会
交
流
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
海
南
市
下
津
町
の
拝
待
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
小
学
生
で
編
成

さ
れ
た
11
チ
ー
ム
が
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
試
合
を
し
ま
し
た
。
紀
美
野

町
か
ら
は
、
昨
年
の
優
勝
チ
ー
ム

名
に
あ
や
か
り
「
野
上
ん
ズ
」
の

名
で
１
チ
ー
ム
出
場
し
ま
し
た
。

大
会
当
日
の
開
会
式
で
は
、
キ
ャ

プ
テ
ン
の
田
渕
幹
門
さ
ん
（
野
小

５
年
）
が
優
勝
カ
ッ
プ
を
返
還

し
、
副
キ
ャ
プ
テ
ン
の
本
田
凪
咲

さ
ん
（
野
小
５
年
）
が
堂
々
と
選

手
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。
ほ
ん
の

わ
ず
か
の
期
間
し
か
練
習
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
各
選
手
が
持

て
る
力
を
発
揮
し
、
３
位
に
入
賞

し
ま
し
た
。

10
月
８
日
（
祝
） 

開
会
式
午
前
９
時

農
村
総
合
セ
ン
タ
ー

■
種
目　

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
・
ソ
フ

　

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

■
参
加
資
格　

各
種
目
小
学
生
以

　

上
で
健
康
な
方

■
申
し
込
み　

10
月
１
日
（
月
）

ま
で
に
申
込
書
に
ご
記
入
の

上
、
中
央
公
民
館
又
は
文
化
セ

ン
タ
ー
へ
。

　

「
皆
様
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
」

■
開
催
要
項
・
申
込
書
は
中
央
公

　

民
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー
・
農
村

　

総
合
セ
ン
タ
ー
・
長
谷
毛
原
出

　

張
所
に
置
い
て
ま
す
。

■
賞　

優
勝
・
準
優
勝
・
参
加
賞

鎌
滝
の
甌
穴

所
在
地　

紀
美
野
町
鎌
滝

　

昨
年
の
８
月
号
（
紀
美
野
町
の
歴

史
と
文
化
そ
の
６
）
に
お
い
て
「
釜

滝
の
甌
穴
（
県
指
定
）
」
を
紹
介
し

ま
し
た
が
、
同
じ
よ
う
に
、
県
指
定

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
鎌
滝
（
旧
美

里
町
）
に
も
甌
穴
が
あ
り
ま
す
。
紀

伊
続
風
土
記
の
「
鎌
滝
村
」
の
記
述

に
よ
り
ま
す
と
、
『
村
を
流
れ
る
川

に
滝
に
な
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、

そ
の
そ
ば
の
岩
の
上
に
大
き
な
穴
が

あ
る
。
村
の
人
は
こ
の
穴
を
釜
と
呼

ん
で
い
る
。
そ
れ
で
こ
の
滝
を
釜
滝

と
よ
ん
で
そ
れ
が
村
の
名
前
に
な
っ

た
。
し
か
し
志
賀
野
に
も
釜
滝
が
あ

る
の
で
、
こ
ち
ら
は
鎌
滝
に
変
え

た
』
の
だ
そ
う
で
す
。
か
つ
て
は
、

川
の
水
が
現
在
よ
り
ず
っ
と
豊
か

で
、
し
か
も
流
れ
が
安
定
し
て
い
た

時
代
が
あ
っ
た
の
に
違
い
な
い
で

し
ょ
う
。

　

私
た
ち
の
吟
詩
会
は
、
22
年
前

に
発
足
し
、
吟
道
光
世
流
、
冷
水

宗
世
先
生
の
指
導
で
吟
に
励
ん
で

い
ま
す
。
吟
は
、
日
本
独
特
の
も

の
で
、
大
切
に
し
た
い
文
化
で

す
。
漢
詩
を
読
み
下
し
文
に
し
て

吟
じ
る
の
で
、
難
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
人
そ
れ
ぞ
れ
の
声
で
、
持
ち

味
を
大
切
に
、
味
わ
い
な
が
ら
吟

じ
ま
す
。
練
習
は
、
無
理
せ
ず
マ

イ
ペ
ー
ス
に
、
何
度
も
練
習
を
重

ね
る
う
ち
に
吟
が
好
き
に
な
り
ま

す
。
大
き
な
声
を
出
す
こ
と
で
、

と
て
も
心
地
よ
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
毎
月
第
２
･
４
木
曜

　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜

　

９
月
上
旬
か
ら
、
若
者
広
場
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
伴
い
施
設
の

使
用
や
進
入
に
関
し
制
限
が
か
か

り
ま
す
。

　

利
用
者
の
皆
様
、
特
に
周
辺
住

民
の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
重

ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
う
け
つ

■
通
学
合
宿

　

10
月
16
日
（
火
）
〜
20
日
（
土
）
に

中
央
公
民
館
と
創
作
館
を
生
活
の

場
と
し
て
、
異
学
年
の
児
童
が
集

ま
り
、
通
常
の
学
校
生
活
を
送
る

中
で
、
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む
た

め
に
開
催
し
ま
す
。
夕
方
か
ら
都

合
の
付
く
時
間
で
、
子
ど
も
の
お

世
話
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン

　

12
月
16
日
（
日
）
午
前
９
時
か

ら
正
午
に
ふ
れ
あ
い
公
園
周
辺
で

「
第
２
回
紀
美
野
ふ
れ
あ
い
マ
ラ

ソ
ン
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
県

内
外
か
ら
大
勢
の
方
が
来
ら
れ
ま

す
。
そ
の
際
、
各
種
案
内
、
安
全

管
理
な
ど
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
詳
し
く
は
中
央
公
民
館
ま
で
」
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歌

の

小

道

貝
殻
の
風
鈴
吊
つ
て
分
教
場�

手
拝
な
を
み

鉄
風
鈴
川
風
ば
か
り
う
け
て
鳴
る�

口
井
重
信

口
下
手
は
頷
く
ば
か
り
夕
端
居�

松
山
亜
以
子

夕
風
を
ま
づ
風
鈴
に
教
へ
ら
れ�

今
野
昭
子

土
用
波
吹
奏
楽
の
浜
稽
古�

馬
谷
富
貴
子

夕
凪
や
磯
の
匂
ひ
の
と
ど
こ
ほ
り�

阪
口
早
苗

山
の
家
訪
へ
ば
青
蛇
と
ぐ
ろ
巻
く�

口
井
ト
シ
子

千
里
来
て
激
し
室
戸
の
土
用
波�

城
山
ふ
み
枝

人
の
世
へ
怒
り
の
声
か
は
た
た
神�

東
せ
つ
子

み
な
鬼
籍
寂
し
く
な
っ
た
身
の
回
り�

田
渕
竜
男

注
射
を
持
つ
白
い
ナ
ー
ス
の
横
顔
に

　
　
　
　
　

言
葉
な
く
と
も
き
び
し
さ
を
見
る�

笹
田
美
代
子

梅
雨
前
線
ど
っ
か
と
動
か
ぬ
昨
日
今
日

　
　
　
　
　

甲
虫
の
幼
虫
脱
皮
始
む
る�

貝
野
千
鶴
子

庭
隅
に
枯
草
焚
き
て
ひ
と
日
暮
れ
焚
火
の

　
　
　
　
　

に
ほ
ひ
手
に
の
こ
り
ゐ
ぬ
つ�

角
谷
と
し
み

巣
せ
ん
か
枯
葉
く
わ
え
し
す
ず
め
二
羽

　
　
　
　
　

雪
見
障
子
の
向
こ
う
の
し
ぐ
さ�

黒
西
葉
子

あ
き
こ
さ
ん
さ
さ
や
く
ご
と
き
低
音
で

　
　
　
　
　

呼
ん
で
く
れ
し
は
十
あ
ま
り
の
子�

河
野
昭
子

裏
庭
の
新
芽
大
豆
を
は
み
つ
く
す

　
　
　
　
　

夜
の
魔
物
よ
そ
は
何
者
ぞ�

西
山
カ
ズ
エ

忘
れ
た
の
で
は
な
く
置
い
て
き
た
の
で
す

　
　
　
　
　

あ
な
た
の
傘
に
入
れ
る
よ
う
に�

梶
谷
知
子

小
夜
ふ
け
て
か
け
ひ
の
水
音
山
の
端
の

　
　
　
　
　

月
も
猛
暑
を
忘
れ
た
か
の
よ
う�

下
垣
内
伊
津
子

病
み
て
こ
そ
健
や
か
な
る
が
有
難
し

　
　
　
　
　

庭
の
土
踏
み
喜
び
の
日
日�

中
道
と
し
み

「
地
域
に
よ
っ
て
違
う
？
時
代
に

よ
っ
て
違
う
？　

お
月
見
の
風
習

を
み
ん
な
で
語
ろ
う
！
」

　

天
文
台
で
は
、
例
年
、
中
秋
の

名
月
の
日
（
旧
暦
の
８
月
15
日
）

に
お
月
見
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
と
一
昨
年
は
和
歌
山
大
学
生

涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
行

い
ま
し
た
が
、
３
年
ぶ
り
に
和
歌

山
市
内
か
ら
み
さ
と
天
文
台
に
里

帰
り
し
ま
す
。
今
回
は
、
み
さ
と

天
文
台
友
の
会
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
友
の

会
が
主
催
者
と
な
っ
て
、
地
域
の

力
を
結
集
し
、
お
月
見
を
機
会

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
に
少
し
だ

け
深
く
触
れ
て
交
流
す
る
こ
と
を

目
標
に
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
大
正
琴
、
お
茶
、
俳
句
の

サ
ー
ク
ル
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
。
あ
な
た
の
子
ど
も
の

頃
の
お
月
見
は
、
ど
う
で
し
た

か
？
思
い
出
も
ご
持
参
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時
‥
９
月
25
日
（
火
）
夜

会
場
‥
み
さ
と
天
文
台

19
時
受
付
（
お
だ
ん
ご
券
配
布
‥

１
０
０
名
様
）　

19
時
30
分
お
月

見
会
開
始
（
大
正
琴
、
お
月
見
、
俳

句
、
お
茶
、
座
談
会
等
）　

21
時
30

分
閉
会
（
雨
天
の
場
合
は
無
月
の

下
、
歓
談
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
）

※
予
約
不
要　

無
料
で
す
。

　

本
校
は
、
全
校
生
徒
16
名
の
学

校
で
す
が
、
学
習
に
ク
ラ
ブ
活
動

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
が
、

自
分
ら
し
さ
を
求
め
、
人
間
と
し

て
の
在
り
方
、
生
き
方
を
確
立
す

る
た
め
、
体
験
活
動
や
発
表
会
、

異
校
種
間
で
連
携
を
と
り
、
地
域

と
と
も
に
学
校
教
育
を
実
践
し
て

い
ま
す
。

　

１
学
期
は
、
地
域
の
「
の
ぞ
み

会
」
の
指
導
の
も
と
「
あ
ま
ご
放

流
体
験
＆
あ
ま
ご
釣
り
大
会
」
を

毛
原
小
学
校
と
合
同
で
、
６
月

は
、
人
権
の
尊
重
と
関
わ
る
「
意

見
発
表
会
」
。
２
学
期
は
、
保
育

所
、
小
学
校
、
高
校
と
の
合
同
運

動
会
、
ま
た
校
内
文
化
祭
、
職
場

体
験
学
習
。
３
学
期
は
、
2
年
生

が
、
こ
れ
か
ら
の
進
路
に
つ
い
て

決
意
を
表
明
す
る
「
尚
志
式
」
、

地
元
在
住
の
音
楽
家
弓
庭
規
生
氏

の
ご
指
導
に
よ
る
世
界
に
一
つ
の

「
ふ
る
さ
と
ソ
ン
グ
づ
く
り
」
、

ま
た
「
茶
道
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
計

画
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

本
年
度
か
ら
、
文
部
科
学
省
の

「
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方

を
考
え
る
教
育
」
の
実
践
研
究
事

業
を
受
け
、
道
徳
教
育
、
地
域
と

の
連
携
に
よ
る
教
育
活
動
を
充
実

さ
せ
、
「
人
間
と
し
て
あ
る
べ
き

姿
」
を
生
徒
と
教
師
・
保
護
者
・

地
域
の
人
が
と
も
に
考
え
て
い
け

れ
ば
と
、
現
在
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

き
せ
き

は　

り

と
う

こ
う
ち
ゅ
う
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消

防

だ

よ

り

消

防

だ

よ

り

消

防

だ

よ

り

●火災発生件数‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0件
【事故別搬送人員】

管　内 管　外 合　計

急 　 　 病

一 般 負 傷

交 通 事 故

そ の 他

合 　 計

22（ ２ ）

６（ 　 ）

２（ 　 ）

７（ 　 ）

37（ ２ ）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

22（ ２ ）

６（ 　 ）

２（ 　 ）

７（ 　 ）

37（ ２ ）

※（　　　）内については、ドクターヘリ要請

申
し
込
み
期
限

受
講
し
よ
う
と
す
る
月
の
前
月

の
20
日
ま
で

申
し
込
み
（
問
い
合
わ
せ
）
先

　

紀
美
野
町
消
防
本
部
警
防
課
ま

で
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
３-

４
８
９-

６
３
０
２

）

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・

再
講
習
は
10
月
7
日（
日
）

《
第
36
回
消
防
救
助

技
術
会
の
結
果
報
告
》

　

去
る
、
平
成
19
年
６
月
14
日
、

和
歌
山
市
消
防
局
西
消
防
署
に
於

い
て
第
36
回
和
歌
山
県
消
防
救
助

技
術
会
が
開
催
さ
れ
、「
ロ
ー
プ
応

用
登
は
ん
」
及
び
「
引
揚
救
助
」
の

部
で
入
賞
い
た
し
ま
し
た
。

　

中
で
も
「
引
揚
救
助
」
は
、
和

歌
山
県
代
表
と
し
て
、
平
成
19
年

７
月
25
日
に
京
都
市
消
防
学
校
で

開
催
さ
れ
た
、
第
36
回
消
防
救
助

技
術
東
近
畿
地
区
指
導
会
に
出
場

し
健
闘
し
ま
し
た
。

『
９
月
９
日
は
救
急
の
日
』

　

【
救
急
医
療
週
間

　
　

９
月
９
日
〜
９
月
15
日
】

倒
れ
て
い
る
人
を
み
た
ら

応
急
手
当
の
手
順

A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を
用
い
た
救
命
処
置
の
要
領

２．反応がなかったら、大声で助け
を求め、119番通報とAED搬送
を依頼する

１．肩を叩きながら声をかける

４．呼吸がなかったら、人工呼吸を
２回行う

３．気道確保と呼吸の確認

気道確保し、「普段どおりの息」をし
ているかを10秒以内で確認します。

５．人工呼吸が終わったらすぐに
胸骨圧迫

１分間に100回の早いテンポで胸骨
圧迫30回と人工呼吸２回を繰り返
して行います。
強く・速く・絶え間なく圧迫解除は
胸がしっかり戻るまで！ 

１秒かけて、胸の上がりが見える
程度の量を２回吹き込む。
※人工呼吸ができないときは省略
できる。

６．ＡＥＤが到着したら

まず、電源を入れる。（ふたを開ける
と自動的に電源が入る機種もあり
ます。）

電極パッドを貼る位置は電極パッド
に書かれた絵のとおりに、また皮膚
にしっかりと密着させて貼ります。
体が汗などで濡れていたらタオル
で拭き取ってください。
小児（１歳以上８歳未満）には、小児
用パッドを貼ります。
小児用パッドがなければ、やむを得
ず成人用パッドを代用します。
［乳児（12ヶ月未満）に対してはAED
は使用しません。

８．電気ショックの必要性をＡＥ
Ｄが判断する

心電図解析中は誰も傷病者に触れ
てはいけません。

９．ショックボタンを押す

誰も傷病者に触れてい
ないことを確認したら、
点滅しているショック
ボタンを押します。

７．電極パッドを胸に貼る

　

突
然
目
の
前
で
人
が
倒
れ
た

ら
、
誰
で
も
戸
惑
っ
て
し
ま
う
の

は
当
然
で
す
。
し
か
し
、
日
頃
か

ら
応
急
手
当
て
の
知
識
や
技
術
を

身

に

つ

け

、

ち
ょ
っ
と
し
た

勇
気
さ
え
あ
れ

ば
人
の
命
を
救

う
た
め
の
手
助

け
は
あ
な
た
に

も
で
き
る
こ
と

な
の
で
す
。

以後は、ＡＥＤ
の 音 声 メ ッ
セージに従い
ます。
心肺蘇生とＡ
ＥＤの手順は、
救急隊に引継
ぐか、何らかの
応答や目的の
ある仕草（例え
ば、嫌がるなど
の体動）が出現
したり、普段どおりの息が出現するまで続け
ます。

ショックボタン

後列左から　中前消防士長・中家消防士長
　　　　　　井川消防司令補
前列左から　西田消防副士長・森本消防司令
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編 集 後 記
　きみの夏祭りをはじめ高校野球、世界陸上の余韻さめやら

ぬうちに９月を迎えました。

　なお、残暑きびしく、この時期夏の疲れがでる頃でもありま

す。健康管理には充分注意をしてお過ごしください。

人の動き

９月９月

７月

よいん

広報

午前8：30分から午後7：00分無料で電話相談に応じてます
（但し土曜日、日曜日は、午前10時から午後5時まで）
１．いじめ、体罰、登校拒否、子どもの虐待など、子どもの人権にか
かわるすべての問題について、子どもの人権専門委員が電話相
談に応じます。

２．子どもの人権専門委員と直接会って相談することもできます。
３．9月24日以降も月曜日から金曜日（祝日は除く。午前8時30分か
ら午後5時15分）まで同じ電話番号で相談に応じます。

9月17日から23日まで
「子どもの人権110番」を開設！

TEL.0120－007－110（フリーダイヤル）
TEL.073－425－2704（法務局人権委員室内）

コミュニティ助成事業で
自主防災組織資機材を購入!!

寺本町長より根来下佐々地区自主防災
組織会長に備品目録が手渡されました

整備された防災備品

　

紀
美
野
町
各
地
区
・

各
地
域
に
自
主
防
災
組

織
の
結
成
を
機
会
に
、

平
成
19
年
度
に
下
佐
々

地
区
自
主
防
災
組
織
会

長
か
ら
「
将
来
的
に
発

生
確
率
の
高
い
東
南

海
・
南
海
地
震
に
備

え
、
災
害
時
に
必
要
な

資
機
材
を
整
備
し
、
自

主
防
災
組
織
の
活
動
を

よ
り
一
層
活
発
に
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
き
た

い
！
」
と
の
強
い
要
望

が
あ
り
、
平
成
19
年
度

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
（
自
主
防
災
組
織

育
成
助
成
事
業
）
と
し

て
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
に
要
望
、
４

月
２
日
に
助
成
の
決
定
通
知
を
受

け
、
こ
の
程
、
粉
末
消
火
器
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
、
レ
ス
キ
ュ
ー
キ
ッ

ト
、
担
架
、
災
害
組
織
用
救
急
箱

等
を
自
主
防
災
組
織
に
納
入
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
宝
く
じ
の
助
成
事
業
に

よ
り
整
備
さ
れ
た
備
品
に
つ
い
て

は
、
７
月
20
日
に
寺
本
町
長
よ
り

下
佐
々
地
区
自
主
防
災
組
織
会
長

に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
自
主
防
災
組
織
の
強

固

な

地

域

は
、
災
害
に

強
い
地
域
で

あ
る
こ
と
を

念
頭
に
、
各

種
訓
練
等
に

積
極
的
に
取

り
組
ん
で
く

れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い

ま
す
。



第2回紀美野町農林商工まつり＆
美里柿の市合同開催について

■チケット料金／
　　全自由席　前売り3,000円　当日 3,500円
　　※お一人様2枚まで　未就学児のご同伴、ご入場はご遠慮ください。
■前売り開始日／９月10日（月）

■チケット販売所／
　　紀美野町文化センター、紀美野町中央公民館、
　　神野支所受付、国吉・長谷毛原・真国出張所、
　　小川・志賀野地区公民館、イシイ楽器店（イズミヤ和歌山店内）
■主催　紀美野町　紀美野町教育委員会　和歌山県
　　　　(財)和歌山県文化振興財団
■協賛　(財)和歌山県市町村振興協会
■お問合せ先　紀美野町文化センター　℡495-9055

※予約は受け付けません。前売りで完売した場合、当日券はござい
ません。各種助成補助により、通常料金より低額になっています。

平成19年度

敬老会のお知らせ
今年も、敬老の日がまいりました。紀美野町の高齢

者の皆様のご長寿を心よりお慶び申し上げます。

来る9月8日（土）旧野上町地区・9月9日（日）旧美里

町地区に区長会、民生委員協議会、老人クラブ、その

他各種団体の皆様のご協力を得て、町主催による平

成19年度敬老会を開催します。

＊平成19年9月30日で75歳以上の方が対象です。

＊敬老金の支給（きみの共通商品券）

　75歳以上　2,000円　　 80歳以上　3,000円

　90歳以上　5,000円　　100歳以上　10,000円

紀美野町敬老会（旧野上町地区）
日時：平成19年9月8日（土）　午後1時から
場所：紀美野町中央公民館大ホール
内容：式典
　　　演芸　歌謡ショー：田川寿美
　　　　　　漫才　　　：正司敏江･玲児

紀美野町敬老会（旧美里町地区）
日時：平成19年9月9日（日）　午後1時から
場所：紀美野町文化センター
内容：式典
　　　演芸　歌謡ショー：田川寿美
　　　　　　漫才　　　：正司敏江･玲児

正司敏江･玲児田川寿美

第2回紀美野町農林商工まつり＆
美里柿の市合同開催について

日時：平成19年11月18日（日）午前9時～

場所：紀美野町文化センター（木の温もり広場）

主催：紀美野町農林商工まつり実行委員会

　　　美里柿の市イベント委員会

催事：・開会セレモニー（表彰等）　　　・農産品展示品評会及び公開予約入札

　　　・参画団体催しコーナーの設置　・餅投げ

ご家族、ご近所お誘いあわせのうえ是非ご来場ください。

※農産品展示品評会に出展をお願いします。（詳細は後日回覧いたします）

※団体催しコーナーに出店を希望される団体はお申し込みください。（詳細は後日回覧いたします）

※紀美野町役場駐車場から文化センター間に送迎バスを用意しますので利用してください。

　紀美野町農林商工振興のため、各種団体の育成強化を図り、地産地消を推進すると共に食の安全を

追求し、町民相互研鑽の場づくりや地域の活性化を促進することを目的として、「心をひとつに町づく

り、活気のある町づくり」をスローガンに、柿のＰＲを目的とした「美里柿の市」と合同で開催します。
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